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地域にごみ減量意識の輪を

食
品
ロ
ス
削
減
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

生
ご
み
の
３
割
を
占
め
る「
食

品
ロ
ス
」

　
食
べ
残
し
や
手
付
か
ず
の
ま
ま
廃
棄

さ
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」
は
、
日
本
国
内

で
年
間
約
６
３
２
万
ト
ン
。
こ
れ
は
、

世
界
で
飢
餓
に
苦
し
む
人
々
へ
向
け
た

食
料
援
助
量
（
平
成
26
年
度
時
点
で
年

間
約
３
２
０
万
ト
ン
）
を
大
き
く
上
回

る
量
で
す
。

　
平
成
29
年
11
月
に
市
内
で
初
め
て
行

っ
た
食
品
ロ
ス
実
態
調
査
で
は
、
生
ご

み
の
約
３
割
が
食
品
ロ
ス
で
、
そ
の
う

　太白区ひより台で
は、生ごみの堆肥化
を地域ぐるみで進め
ています。率先して
活動する、ひより台
東部町内会のお二人
にお話を聞きました。
　「私自身は、10年

ち
手
付
か
ず
の
ま
ま
捨
て
ら
れ
た
食
品

（
写
真
参
照
）
が
３
分
の
２
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
食
品
ロ

ス
の
解
消
が
生
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
10
月
か
ら
ご

み
減
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

以上前からコンポスター（生ごみ堆肥化容
器）を使って生ごみを堆肥化しています。他
のごみも分別を徹底しているので、排出する
家庭ごみは最小限で済んでいます」と尾形さ
ん。德田さんは「必要なキットがあれば生ご
みの堆肥化は誰でも簡単にできます。高齢者
や女性がいるお宅では、コンポスターの設置
等を手伝っています。生ごみの堆肥化が地域
全体に広がり、各家

食
品
ロ
ス
ダ
イ
ア
リ
ー　
モ

ニ
タ
ー
募
集

　
家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
を
、
４
週
間
の

日
記
形
式
で
記
録
し
、
報
告
し
て
い
た

だ
く
市
民
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

◆
調
査
期
間‖

10
月
15
日
㈪
〜
11
月
11

日
㈰　
◆
募
集
世
帯
数‖

４
０
０
世
帯

〔
選
考
〕　
◆
謝
礼‖

QクU
Oオ

カ
ー
ド
１

０
０
０
円
分
（
１
世
帯
当
た
り
）　
申

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
同
居
者
の
人
数
と

子
ど
も
・
高
齢
者
の
有
無
、
食
品
ロ
ス

の
発
生
頻
度
（
よ
く
あ
る
・
た
ま
に
あ

る
・
ほ
と
ん
ど
な
い
）
を
記
入
し
て
９

月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に

▲（左から）德田実さん、
尾形千代志さん

▲食品ロス実態調査では、たくさんの手付かずの食
品が生ごみとして出されていることが分かりました

　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
べ
物
を
捨
て
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
近
年
社
会
的
課

題
と
な
っ
て
い
る
「
食
品
ロ
ス
」
問
題
に
対
し
、
市
で
は
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼生ごみは１週間程
度で分解されます

毎
日
の
「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」
の

積
み
重
ね
を

　
自
分
が
ど
の
く
ら
い
食
品
ロ
ス
を
出

し
て
い
る
か
把
握
し
、
余
分
な
食
品
を

買
わ
な
い
、
食
べ
残
し
を
し
な
い
、
食

材
を
使
い
切
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
内
の
定
位
置
を
決
め
る
な
ど
収

納
を
工
夫
す
る
と
、
食
品
の
在
庫
管
理

が
し
や
す
く
な
り
、
二
重
の
買
い
物
防

止
に
。
適
切
に
食
材
を
保
存
す
る
と
、

鮮
度
を
長
く
保
つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
食
へ
の
愛
で
、『
捨
て
る
』を
減
ら
す
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
モ

ッ
タ
イ
ナ
イ
キ
ッ
チ
ン
」（https://

w
w
w
.m
ottainai-kitchen.com

/

）

で
も
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
こ
つ
や
、
食

材
を
無
駄
な
く
使
う
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
生
ご
み
を
資
源
と

し
て
活
用
す
る
堆
肥
化
を
推
奨
。
生
ご

み
堆
肥
化
容
器
や
家
庭
用
電
気
式
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
の
際
、
補
助
金
を
交

付
す
る
な
ど
、
生
ご
み
の
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
削
減
は
、
環
境
だ
け
で
な

く
、
家
計
へ
の
負
担
低
減
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
小
さ
な
意
識
の
積
み
重
ね
が

大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
「
モ
ッ
タ
イ

ナ
イ
」
を
、
今
す
ぐ
始
め
ま
せ
ん
か
。

庭の家庭ごみ減量へ
の意識につながると
うれしいですね」と
話してくれました。


